
γ
ｌ

こ
葺
浜
碧

飩
認
濠
轟

聾
堅
士
・製
啓
士
筈押
評
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平
∩
準
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マ
「
早
）
γ
∩
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Ｃ
ぐ
ｏ
準

２
Ｙ
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双
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潔
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訳
γ
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９
＞
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コ
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７
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製
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マ
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浅
間
神
社

承
暦
４
（
１
０
８
０
）
年
、
占昌
士
浅

間
神
社
の
分
霊
を
祀
っ
た
と
伝
え

ら
れ
、
祭

神
は
、
木
花
咲
耶
姫
命

（
こ
と
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ

と
）
で
旧
芝
生
村

（
し
ぼ
う
む
ら
）

鎮
守

。
社

殿

の
あ

る
丘
、
袖
摺
山

（
そ
で
す
り
や
ま
）
の
下
は
、
か
つ
て

波
打
ち
際
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

追
分

保
土
ケ
谷
区
境

の
三
差
路
は
、
東

海
道

で
も
芝
生

（
し
ば

う
）
の
追

分

（
お

い
わ
け
）
と

い
わ
れ

て
有

名

で
し
た

。
八

王

子
道

の
起

点

で
、
甲
州
街
道

の
八
王
子
宿
ま

で

延
び
、
東
海
道
と
甲
州
街
道
を
結

ぶ
要
路

と

し

て
に
ぎ

わ

い
を

み

せ
て
い
ま
し
た
。

Yokohama KYU TOKAIDO Walking Map 1 0

鰈
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浅
　
‘
「C◎

三街道

このあたりは 3つ の古道、

旧東海道、横浜道、保土ケ

谷道が三角形をかたどる

ように通 り、その周辺には

歴史や文化資源が数多く

残っています。開港場を目

指 して 全 国 か ら集 まる

人々や物資は、旧東海道を

含めたこれら3つの古道を

頻繁に行き交い、わが国に

入ってきた様 々な文化も

これ らの道を通 って全国

に伝えられていきました。

頸 歴史的建造物/場所

インフォメーション

旧東海道

おすすめコース①

おすすめコース②

顆

∞ゆ

i新田間橋 (あ らたまばし) t
i横浜道が建設された時に  .

1嚢鱗iリケξIて :ァ _チ の |

1橋台を左右に配しています。 |

 ヽ     _ _   __    .一̈「
Ａ
■
子
笏
影

仄閂 颯
鱚 国

寺
伝

で
は
、
開
山
呑
海

（
ど
ん
か

い
）
と
い
わ
れ
、
寛
永
１
３

（
１
６

３
６
）
年
、
袖
摺
山

（
そ
で
す
り
や

ま
）
薬
師
堂
を
当
地
に
移
し
た
と

さ
れ

て
い
ま
す
。
本
尊
薬
師
如
来

は
、
鎌
倉
権
五
郎
景
政

の
守
り
本

尊
と
伝
え
ら
れ
、
目
洗
薬
師
と

い

わ
れ
て
い
ま
す
。

橘
樹
神
社

創
建
は
鎌
倉
時
代
初
期
。
江
戸
時

代
は
牛
頭
天
三
社

貧
」
ず

て
ん
の

う
し

ゃ
）
と

い
わ
れ
、
大

正
時
代

に
今

の
橘
樹

神
社

と
な
り

ま
し

た
。
当
地
名

の
天
王
町
は
、
旧
社

名

に
由
来
。
本

殿

の
庚
申
塔

↑
」

う
し
ん
と
う
）
は
、
横

浜
市
内

最

古
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

凸熾睾議螺一出轟

保
上
ケ
谷
道

コ

ー

ス

全
長
距
離

約
２
・５
ｋ
ｍ

「
保
土
ケ
谷
道
」
は
、
保
土
ケ
谷

宿
と
戸
部
村
（現
戸
部
町
）
を
結

ぶ
古
道
で
、
「
横
浜
道
」
に
合
流

し
て
い
ま
し
た
。
商
店
街
の
散

策
や
坂
道
か
ら
の
眺
望
を
満
喫

で
き
る
コ
ー
ス
で
す
。

識

藤
棚

ヽ
長ミ
、

ご
酵
‐
‥

藤

鞭
河
将
‥
…
…
」
ヽ

懺粧
濃
轟

く
ら
や
み
坂

＝
蘊 彗J

止



⑮
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咆
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麒
ダ
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韻
圏
等
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２
二
判
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笞
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哺

∩
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車
⑦
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ｏ
準
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Ｙ
Ｉ
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哺
準
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妥
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酢

ヽ
コ
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車
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準
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颯
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甲
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コ
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⑦
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ヨ
コ
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２
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⑦
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中
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暉
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ヽ
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コ
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２
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Ｆ
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⑦
？
コ
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⑦
７
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γ
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＼
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箸

⑦
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コ
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⑦
７
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Ｔ
鷲

ヽ
勲
撃

▽
４
Ｔ
畜

ヽ
ン
，
９
γ
）
暴
多
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ヽ
準
Ｉ

Ｔ
「
ｙ
当

ヽ
「
東
身
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ツ
ｎ
Ｔ
１
９

）
Ｐ
孝
黎
単

⑦

颯
Ｗ

ヽ
静
普

⑦
婆
γ
秘
ψ

⑦
Ｙ

ン

４

，

て
ヽ
Ｒ

蒋

⑦

Ｐ
尋
営

Ｙ

２
準
普

「
謝
藤

⑦
擁
身

ヽ
「
障

ン

⑦
争
撃
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以
争
暑

⑦
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レ
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鼈
蝠

軽
部

本

陣

跡

慶
長
６
（
１
６
０
１
）
年
、
徳
川
家
康

よ
り
「伝
馬
朱
印
状
（
て
ん
ま
し
ゅ

い
ん
じ
よ
う
ど
が
「
ほ
ど
が
や
」
あ

て
に
出
さ
れ
た
こ
と
で
、
保
土
ケ
谷

宿
が
成
立
。
東
海
道
を
往
来
す
る

幕
府
の
役
人
や
大
名
は
宿
場
に
設

置
さ
れ
た
本
陣
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

※
外
観
見
学
の
み

米
籠

本
企
子
え
跡

江
戸
時
代
、
旅
籠

と
し

て
栄

え
、

格

子
戸
や
通
用
門
が
当
時

の
雰

囲
気
を
伝
え

て
い
ま
す
。
旅
籠
と

は
、
旅
人
を
宿
泊
さ
せ
、
食
事

を

出
す

こ
と
を
業

と
す

る
家

の
こ

と

で
、
現
在

の
建
物
は
明
治
初
期

に
建

て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

※
外
観
見
学

の
み

褥

田 利用可能な トイレ

は 飲食/休憩ポイント

国 歴史的建造物/場所

インフォメーション

屹鰊

境木おじぞうさん

もなか (菓匠 栗 山 )

境木地蔵から徒歩 1分の場

所にある和菓子店「菓匠 栗

山」には、境木地蔵のお地蔵

様にちなんだ「境木おじぞう

さんもなか」をはじめ、神奈川

県指定銘菓の「品濃一里塚」

など東海道保土ケ谷宿を和

菓子で表現した商品がたくさ

ん揃っています。境本はその

音、権太坂を登りきった旅人

や地蔵尊にお参りに来た人た

ちのための茶屋が多く、大変

にぎわったといわれています。

旧東海道

おすすめコース①

おすすめコース②

境木立場跡

まちかど博物館

甕,(菓匠

権太坂

京を目指す旅人の最初の難所で した。

―

軍ヽ

まちかど博物館 l

(Z‐ ONE権太坂店鉾立商店)|ヽ

: 権太坂入口

1 元町橋をわたって2つ 目の通 りの坂を右ヘ

1 進みます (入 口に案内サインあり)。

ど博物館 (ゑ びすや 軽部商店 )

と旧元町橋跡
√

●

、、  原代官屋敷遭『摯

1 国境モニュメン ト

| ここが保土ケ谷宿 と戸塚宿の境で した。

邑めヽ
■ 1箱 根駅

♂

橘゙
村
一
“
一
「
塚
Ｃ
一

江
戸
の
権
太
坂

一
二
塚

コ
ー
ス
①

全
長
距
離

約
５
ｋ
ｍ

本
陣
跡
や
旅
籠
屋
跡
を
過
ぎ
る

と
、
美
し
い
松
並
木
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
が
広
が
り
、
そ
の
後
に
は
江

戸
時
代
、
旧
東
海
道
の
最
初
の

難
所
と
い
わ
れ
る
「権
太
坂
」
が

待
ち
受
け
て
い
ま
す
。

Ｐ
‐３
お
す
す
め
コ
ー
ス
に
続
く

儘

墨:
奎ユ_
子ヽ

需:

F■'ヽ

裏藤

▲

Ｔ

松

並

木

プ

ロ
ム
ナ

ー

ド

区
民
と
横
浜
市
と
の
協
働
に
よ
り
、

松
３
２
本
を
植
樹
し
、
旧
東
海
道
を

象
徴
す
る
松
並
木
が
よ
み
が
え
り
ま

し
た
。
松
並
木
の
中
に

一
里
塚
も
復

元
し
、
塚
の
上
に
は
音
の
よ
う
に
榎

（
ニ
ノ
キ
）
を
植
え
、
松
並
木
と
と
も

に
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
美
化
活
動
が
盛
ん
で
す
。

境
木
地
蔵
尊

か

つ
て
地
蔵
堂
境
内
に
ケ
ヤ
キ
の

大
木
が
あ
り
、
フ号
」
が
武
蔵
国
と

相
模
国
の
国
境

で
あ
る
こ
と
か
ら

「
境

木
」
と

い
う
地
名

に
な

っ
た

と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
創
建
は
高

治
２
年

（
１
６
５
９
）
年
。
江
戸
か

ら

の
道
中

の
安
全
を
祈

る
旅

人

が
多
く
参
拝
に
訪
れ
ま
し
た
。

ギ燿
理
窯

癬
一

一覆
憲
療
資
響

一

機
…‐軽‐‥懇
霙
轟
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春
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草
軍
驚
率
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二ヽ

「

。
準
２
Ｙ
Ｉ
匡
シ
ツ
９
０

渭
摯
野
□
童
⑦
鋼
宗
ヽ
Ｇ
η
ヾ

畜
百
一謬
智
「
γ
⑦
を
ｏ
ヽ
当
螂

笥
シ
ツ
ｑ
哺
マ
￥
甲
⑦
算
，
多

ツ
を

Ｒヽ
，
Ｐ
瞑
摯
Ψ
筆
γ
ｃ
ｙ

啄
ワ
ヾ
螂
野
２
ν
♀
需
こ
ヨ
》

Ш
■
９
靭

驚
璽
瞥
Ｕ

ｏ準
準
哺
，
こ
♀
「
覇
”
Ｘ
究
喜
〓

計
⑦
摯
２
∩
酬
丼
７
χ
詈
撃
導
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鎌
分

ハ
ム
の
分
洋

の
地

明
治
１
０
年
頃
、
英
国
人
の
カ
ー

チ
ス
に
よ
り
、
柏
尾
村
に
外
国
人

専
用
の
ホ
テ
ル
が
建

て
ら
れ
、
宿

泊
客
に
供
す
る
八
ム
を
つ
く

っ
た

の
が
始

ま
り

と

い
わ

れ

て
い
ま

す
。
煉

瓦
づ
く
り

の
建
物

は
、
大

正
７
（
１
９
１
８
）
年

に
建

造
さ

れ
ま
し
た
。

み
ょ
う
し
ゅ
う
じ

妙
秀
十

日
蓮
宗

の
お
寺

で
、
本
尊
は
釈
迦

如
来

で
す
。
境
内

に
は
、
鎌
倉
道

の
道
標
が
あ
り
ま
す
。
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躙
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田 利用可能な トイレ

蜃 歴史的建造物/場所

薇麒

平戸果樹の里

平戸地区―帯は、農業専用

地区に指定されており、自

然豊かな地域です。この辺

りの果樹園は「平戸果樹の

里」と呼ばれ、「浜なし」など

の栽培を行っています。「浜

なし」とは、梨の品種名では

なく、横浜市果樹生産者の

統一ブランド名で、市場出

荷せず、ほぼ全量を庭先な

どで直売されるため、食べ

頃の時期を逃さず、新鮮で

おいしく味わえます。

インフォメーション

ー

旧東海道

‐…―摯 おすすめコース①

……… おすすめコース②
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江戸方見附跡

赫●

翡卿

釉
高松寺

'籟
‐内田本陣跡

脇本陣跡

上方見附跡
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清

源

院

浄
土
宗
の
お
寺
で
、
徳
川
家
康
の
側

室
お
万
の
方
（清
源
院
殿
）
ゆ
か
り

の
寺
で
す
。
本
尊
は
徳
川
家
康
か
ら

拝
領
し
た
と
い
わ
れ
る
歯
吹
阿
弥

陀
如
来

（
は
ぶ
き
あ
み
だ
に
ょ
ら

い
）
で
、
境
内
に
は
松
尾
芭
蕉
の
句

碑
、
心
中
旬
碑
、
お
万
の
方
の
遺
骸

火
葬
跡
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

冨
塚
入
幡
官

戸
塚
宿
の
鎮
守
で
、
祭
神
は
讐
田
別

〈興
応
神
天
皇
）
と
冨
属
彦
命
（と
つ

ぎ
ひ
こ
の
み
こ
と
）
の
二
柱
で
す
。
山

頂
の
古
墳
は
冨
属
彦
命
の
墳
墓
（ふ

ん
ば
）
と
さ
れ
て
お
り
、
「富
塚
」
と
呼

ば
れ
、
ウ」
れ
が
「戸
塚
」
の
地
名
の
起

こ
り
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
境
内

に
は
、松
尾
芭
蕉
の
句
碑
も
あ
り
ま
す
。

一落
導
電
■
■

一
戸
塚
宿

一
歴
史
の
道

¨
全
長
距
離
約
ｌ
ｋ
ｍ

ヽ
再
開
発
が
進
む
中
に
残
さ
れ
た

ヽ
歴
史

あ

る
道

を
巡

り
ま
す
。
妙

一
秀
寺

の
境
内

に
あ

る

「
東
海
道

ヽ
五
拾

二
次
之
内

戸
塚
」
に
描
か

ヽ
れ

て
い
る
「か
ま
く
ら
道
」
と
さ

゛
れ
る
道
標
が
見
ど

こ
ろ
で
す
。
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